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経 口

アピトン(Apitong)とい う語は比島の方言で

あって,馬束ではKeruing.英領北ボルネオで

は Keruen,lt,ヤムでは Yangなどと呼ばれて

いるカ予), 植物分芋類学的には DiPlt:'rocarPus

grandiflorusが適用されているバ)｡常緑広葉

喬木であって,心材は妖j',i,.5)1)-_i瑚音赤禍色,辺材

は)火乃至禍色である｡ 宴勘土壁硬,比寅 0.58-

0.65であって,家屋用材,軍桶,船家具,塀二木

などに利用せられている';)0

アピトンその他の~南洋材の素材耐朽性に就て

は, 既に北島が報告 しているが''),氏は 6×2

× 1cm の材片を ヒイログケの培養上に挿 入し

て,25cc ,216日間腐朽せ しめたものである｡

即ち Apitong木れま34.6%の箪景減少を示し,

材は全部閲糸につつまれ,導管内にも菌糸が充

満する｡従ってr横断面では 卜'付目二な り,縦斬面

では白線 となって,材は｢針堰の香 りを放って柔

軟化するO 氏は更に供試材の耐中津[三を 6段階に

分けて, Apitong は強い方から第5番目の,

耐 朽力の弱いものに属せ しめている｡

偶 4, 日紬実業株式会社よりCreosote注入

Apitong材の耐朽性試験を依頼せられたので,

筆者等は以下の宇験を行った｡

実験方法並に結果

賓験に使用 した材料は Creosoteを加圧注入

した7ピトン電柱の 1部(長さ12m,末口20cm)

であって,それ等から2×2×4cm の小試片(4

方略柾取 n を作製 したO比較 としてCreosote

注入スギ電柱の 1部 から同様の試片をつ くり,

イ据拭したが,ア ヒ㍉-./,スギ両村 とも辺材部分

のみを使用 した｡

実験的に注人材の耐用 年数をiL太夫 することの

極めて国難であることは多くの人/<が認めてい

るところである】､ゴ)O 筆者等は国鉄技研の方法J)

に準 じて村井の腐朽試験並に防腐剤の流亡試験

を行って,検討することにした｡〕

供試保は しては 1エイロクケ(リグニン溶解菌)

66号及びホウtlタブケ (繊維素分解菌)64号を

用 いた｡
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究ず,材片 恒う､ら全 く任意に6掴宛の試験巧

を選んで 1組とし,それらの乾燥賃貴を測定 し

た｡それらの内のある1組は 50oC. の恒湿器

中に2昼夜保って Creosoteの揮散分を輝発せ

しめ,再び葦量を測定 した｡この場合,水分及

び Creosoteの揮散が考えられるO次にこれら

をノ恒先容器中に入れて,250-30oC の水で15分

間洗推し,匿ちにとり出して,窒漏(25-35℃)

で揮散試験開始から罪えて3昼夜になるまで風

乾 した｡かかる方法を 1,3,5回と繰 り返えす

組をつ くって,それらの環景変化を取 りまとめ

ると第 1表の如 くである()

第1表 試片材o)Creosote揮散試験による重量変化

試 片 乾 燥 重 量 (gr.)

ア

ど

ト

ン′

･rt

末 処 君 【ぼ 許 璃

12.83 11.00

12.43 10.75

∴ 32.'37; I ;:.'69三

12.83

13.00

10.75

ll.33

13.23 r 10.66

13.16 ⊆ 12.16i

13.66 12.50

L葡~頑~豪儀丁葡
3回 (C)i5回 (D)

10.93
11.58

10.86

11.33

14.66 13.33

13.88 12.60

残 存葺 量 しク,")
B/A 1C/A

85.7

ll.08 f 83.7

11･33 岳

ど I)/A

第 1表の結果をみるに,第 1回の乾燥水洗に

よって多少の二重量の変化を見たが,それ以後 3

回,5FiH二行っても葦畳には変化が言押)られな

い｡これは最初多少村中に残存した水分の蒸発

に基 く琵貴の減少と考えられ,それ以後は村井

中の Creosote成分の溶失 (leaching)のみに

よるようである｡

材片腐朽試験は,予め1%庶糖加用麦芽煎汁

寒天上に ヒイロクケ及びホウロククケを2週間

発育せ しめ,その上にノギスで正確に測定した

供試材片をおき, 28士loC の定温器内に保っ

たOなお材片は高圧殺菌及び蒸気滅菌をさけ,

すべて火焔滅菌で行った｡90日後,三角艦から

取 り出し,腐朽状態を調査 した (第 2表)｡ 次

いで, これらの材片の菌糸を除き, 85-90℃

下で7日間乾燥 した後,繊維方向の圧縮強度変

化を求めた (第 2未)｡

二第2表の結果を見るに,7ピトン素材は,

圧縮強度が可成 り強 く,-杉村よりも強轍であるo

Lかし北島も指摘 したように3),腐朽菌の侵害

に対しては極めて弱 く,機か3ケ月の腐朽実験

にも拘 らず,その圧縮強度はホウロククケによ

って 1/2に, ヒイロクケによっては 1/4に低

下するo而 してクL/オソー ト注入アピ トン材は
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第2表 アピトン及び杉材･7:)闘朽 と圧縮強度の減少

撞き__梶 棒 試薗 い 相 の 処理

辛

ア

ヒ

ノ､

材

**

*

ホ

ウ

リ

〃

ダ

ウ

ヒ

イ

無処貰 区無
素 材

圧縮強 度kR'/_91一三_
792

466

, 注 入 材 F 805

注
乾

注
乾

入
納

入

材
沈

i__警 竺 竺禦 旦

無 処 理

無 菌

素 材

区

圧 入 材

注 入 材
乾 燥 水 洗 1回

注 入 材
乾 燥 水 洗 3

煤

無 処 理
無 常

812

791

820

792

204

805

797

775

722

区 ! 6 16

素 材 [ 495

ーJJ
Lll

入江

入 相
懐 水 洗 1

･･ .-･.∴ 言 ∴

ケ 上 宝 人 材

無 処 理
無 菌

素 材

区

注 入 材

注 入 材
乾 燥 水 洗 1

注 入 材
乾 燥 水 洗 こう

注 入 材
乾 燥 水 洗 5

587

575

591

565

616

340

583

591

575

535

残存
強

度
(%)

嘱 二朽 状 態 (肉眼的)

58.8 弓菌糸は材片の全休を被 ･1)

101･6 ～腐朽せず
1

102.5 : 4

〕OO.0 〝

103.5 ′′

菌糸は材片J)全休を被 ')

僻｢朽せず

畷朽せず

菌糸は若狛11状 に生ず :々'

菌糸 うす く全面を被 {)

80.3 薗糸は材J二昌雄二軒被 ･')

94.4 腐朽せず

93.3 〟

95.9 〟

91.7 〝

55.1 菌糸 は材片全休を被 1

94･6 上関朽せず

1菌糸は1部斑点状に生ず

菌糸は斑点状に生ず

* 素材を除 き有意差な し｡

榊 素材,-/Ikび注人材 5回乾燥及び水洗を除 き有点差な Lo
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比較的腐朽に耐えるようである｡ 而して乾燥,

水洗を5回短覆 したものでは,許削戒少は′第1

表に示した如 く,著 しい変化はないが,腐種試

験では ヒイロクケによる強度の減少が顕著であ

る｡ かかる傾向はスギ注人材に於ても同様であ

る｡ この事は､ 乾燥,水洗の操作によって,

Creosote 油中の腐朽菌に対して殺菌効果のあ

る fractionが 1部流失,揮散 したことを示す

ものであろ う｡ しかしホウロクタケの場合はこ

の関係が明かではない｡荷供用した 2菌は自然

状態に於てアピトン材を腐朽せしめたとい う報

告のないことを附記 して置 く｡

病を終るに臨み,枕木耐用試験成績を恵与せ

られた国鉄按研,長谷川木材研究室長,証に圧

縮強度測定に便宜をあたえられた豪大木研,杉

原助教授に深甚なる謝意を表する｡
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